
     溶媒和法による気液平衡における塩効果の推算 
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1.緒 言 気液平衡における塩効果について、溶媒和

法により推算する方法を提案し，継続的にその改良を

行ってきた１）。溶媒和数は溶媒組成との間に直線関係

にあるとしてきたが、複雑に変化する場合もあること

が分かったので、検討結果を報告する。 
2. 溶媒和モデル モデルの概念図をイオン種に拡大

し，かつ解離度の影響を考慮してFig.1に示した。 

 

Fig.1 溶媒和モデルの概念図 
 

塩の各イオンと溶媒との間に形成される溶媒和数は

溶媒組成とは無関係であり、したがって純溶媒との間

の溶媒和数は、溶媒組成により変化しないと考えた。

すなわち、溶液中で溶媒和できる溶媒和組成の増加に

より溶媒和数も増加するとしてきた。この様に考える

と溶媒和数は溶液中では直線的に変化することになる。 

 

 

Fig.2 溶媒組成に対する溶媒和数の変化 
 
しかし、Fig.2 に示すようにアセトン＋メタノール＋

LiCl 系では、溶媒和数は溶媒組成に対して複雑に変化

している場合の有ることが分かった。 

 溶媒組成が溶媒和の生成に影響を及ぼしていると考

えるべきある。 
3. 溶媒和数と溶媒組成の関係 

 移動度により決定したアセトニトリル＋水＋

AgNO3系の場合，溶媒和数は溶媒組成により複雑に変

化するという報告がある２）。アセトン＋メタノール系

にCaCl2を添加した場合の結果をFig.2,3,4に示したが、

縁濃度が高いほど直線関係からのズレが大きくなるこ

とを確認できた。 

 
Fig.3 溶媒組成に対する溶媒和数の変化 

 
Fig.4 溶媒組成に対する溶媒和数の変化 
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